
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成３１年（令和元年）度 学校経営方針  
 

校長 小野満 賢  

 

５月１日に新しい元号「令和」がスタートしました。この節目の時に小笠原の地で、島民の皆さまとともに在

ることにご縁を感じるとともに、５１年目を歩みだした小笠原の未来を担う子供たちの教育に携わることの責任

の重さを、教職員一同、痛感しております。 

 さて、新しい学習指導要領では、「これからの教育課程の理念」として次のように示しています。『よりよい学

校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を学校と社会とが共有し、それぞれの学校において、必要な教育

内容をどのように学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを明確にしながら、社会との連

携・協働によりその実現を図っていく。』 

 もちろん今までも学校だけで教育を行ってきた訳ではありませんが、これからの教育課程はより一層社会に開

かれたものでなければならないと改めて示されています。今後多くの場面でご理解やご協力を賜る場面があろう

かと思います。学校はどの方向にどのような方法で教育活動を進めようとしているのか、ご覧いただければ幸い

です。 

 

【教育目標】 

校訓「紳士たれ 淑女たれ」 

よく学び、考え、行動する人 

やさしくたくましい人 

社会の一員として貢献できる人 

 

１ 目指す学校 

これからの義務教育に強く求められるのは、生きる力としての知・徳・体の調和のとれた人間力を育み、グロ

ーバル化する国際社会の中で信頼され尊敬される真に自立した日本人を育成することと捉えている。それは、学

校における全ての教科(『特別の教科 道徳』を含む)、総合的な学習の時間、特別活動等の全教育活動のねらい

の達成によって身に付く総合的な力である。本校ではそのような力の育成に向けて、次のような生徒像、教師像、

学校像を掲げて学校経営を推進する。 

 

【育てたい生徒像】・・・「グローバルな視点で物事を考え、行動できる生徒」 

・物事を客観的な資料等に基づいて多様な視点から考え、自信をもって自らの意見や主張を発表できる生徒 

・自らを冷静に見つめ、人の気持ちや立場を深く考えながら、公正な判断に基づいて行動できる生徒 

・自らの力をより高く伸ばそうとする向上心をもち、その力を進んで地域や社会のために役立てようとする生徒 

 

【求められる教師像】 

・生徒の学習状況を正しく理解するとともに、自らの指導を厳しく振り返り、生徒の学びが支援できる授業改善

を積極的に進める教師 

・生徒の心情を深く理解し、共感的に寄り添いながら、一人一人の望ましい自己実現や集団への適応を支援でき

る教師 

・社会の動向を常に注視し、保護者や地域等の正当な願いを受け止めながら、教育公務員としての強い自覚に基

づいて職務を遂行する教師 

 

【期待される学校像】 

・秩序と潤いの中で生徒が活き活きと活動し、笑顔があふれる学校 

・課題に迅速に対応し、積極的に教育活動の改善・充実を図る学校 

・保護者や地域から信頼され、安心して生徒を通わせることができる学校 
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２ 中期的目標と方策 

【教育活動の重点目標】 

（１）教科の学習を通して身に付けた資質や能力を活用して課題解決力を高め、「多様な視点から物事を考え、判

断し、表現する能力」を育成する。 

（２）特別の教科 道徳や特別活動を通して、自他の違いを認め、尊重する態度を育み、「心豊かな思いやりの心

情」と「全体を考えて行動する態度」を養う。 

（３）総合的な学習の時間等の活動を通して、社会や世界に対する興味や関心を深め、「自ら課題を設定し、その

解決に向けて主体的に取り組む意欲や態度」を育む。 

（４）地域の教育センターとしての役割を基盤として、積極的に保護者や地域の学校参画を推進し、「生徒の教育

活動の豊かな広がりの実現」を目指す。 

 

 ≪教育活動の重点目標の達成に向けた本年度の取組≫ 

（１）教科の学習を通して身に付けた資質や能力を活用して課題解決力を高め、「多様な視点から物事を考え、判

断し、表現する能力」を育成する。 

① 学習指導要領の趣旨に基づく指導計画及び評価規準により、基礎的・基本的な知識や技能を確実に習得

させる授業や、習得した知識や技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力を育

成する授業を展開し、知識基盤社会において生涯にわたり主体的に学ぶ意欲や態度を育成する。 

② 授業では計画的に「ねらい」を示すとともに、定着状況を確認する「まとめ」の時間を設け、各教科の目

指す達成状況の確認や評価を行うことで指導と評価の一体化を図り、基礎的・基本的な学習内容の確実な

定着を図る。 

③ 基礎的・基本的な知識や技能を習得させる授業、言語活動・探究活動・体験活動を重視した授業を展開

するにあたり、主体的・対話的で深い学びの視点を取り入れるなど、多様な実践を推進する。 

④ 授業規律の指導や、家庭学習を含めた望ましい学習習慣の確立のための指導を家庭と連携しながら推進

し、落ち着いた学習環境を整えるとともに、学習した内容の着実な定着を図る。 

⑤ 「全国学力・学習状況調査」や「児童・生徒の学力向上を図るための調査」、「小笠原村学力テスト」等の

結果については、その分析を組織的に行い、課題の共通理解を図るとともに、課題解決に向けた具体的な

方策を明記した授業改善推進プランを作成し、指導・評価の工夫・改善に資する。ＰＤＣＡサイクルに基

づき、確かな学力の定着と向上を目指し、個に応じた指導や繰り返し学習の充実を図る。 

 

（２）道徳や特別活動を通して、自他の違いを認め、尊重する態度を育み、「心豊かな思いやりの心情」と「全体

を考えて行動する態度」を養う。 

① 人権尊重・道徳教育の充実 

ア 道徳教育における要として、道徳の時間の指導の充実を図る。全教育活動を通して、人権尊重・生命

尊重を基盤とした自他を尊重する思いやりの心、集団や社会をより良くしていこうとする態度など、生

徒一人一人の道徳的な心情、判断力、実践意欲と態度を養う。 

イ 人権尊重・生命尊重に関する指導を通して生徒一人一人の自己肯定感を高めるとともに、道徳の年間

指導計画に「いじめ防止に関する授業」を位置付け、発達段階や学年の実態に応じた指導の充実を図る。 

ウ 『私たちの道徳(文部科学省)』、『心みつめて(東京都教育委員会)』等を活用し、道徳的な価値及び人

間としての生き方についての自覚を深めさせる。道徳授業地区公開講座における道徳の授業及及び意見

交換会の充実を図り、今日的な道徳的課題を保護者や地域住民等と共有化することで、学校・家庭・地

域が一体となった心の教育を推進する。 

② 特別活動の充実 

ア 学級活動では、各教科・道徳・総合的な学習の時間との関連を図り、望ましい人間関係の形成を目指

す。集団の一員として、より良い学校生活の実現に参画しようとする自主的・実践的な態度を育てる。 

イ 生徒会活動では、役員会・各種委員会を中心とした全校的取組を推進する。話合い活動を重視し、生

徒一人一人が参画する自治的活動の活性化を図る。地域住民とともに行う清掃活動等のボランティア活

動を推進し、地域の一員としての自覚を育むとともに、進んで社会に貢献する態度を育てる。 

ウ 学校行事では、生徒の自主性や主体性、集団への所属感や連帯感を育成する。生徒自身が運動会等の

企画・運営に関わることを通して、公共の精神を養うとともに、学校生活の充実と発展に資する機会と

する。 

エ 部活動の教育的な意義を重視し、生徒に積極的な参加を呼びかける。スポーツや文化に取り組む意欲、

目標に向けて努力する態度、学年・学級を越えた交流、役割の自覚や忍耐力の育成など、豊かな人間形

成の機会として指導する。 

③ 生活指導の充実 

ア 生徒理解に努め、一人一人を大切にする姿勢に基づき、授業規律・挨拶・言葉遣い・身だしなみ・時間

厳守・清掃活動の指導を全校共通理解の下に推進することを通して、基本的な生活習慣の確立を図る。

また、社会生活を営む上で大切な一人一人の規範意識と公徳心の向上を目指す。 

イ 生徒一人一人の人権を尊重し、いじめを絶対に許さない学校づくりを推進する。「学校いじめ防止基本



方針」の徹底、「いじめ対応マニュアル」の見直し、学校いじめ対策委員会を中心とした組織的な対応を

通して、いじめの未然防止と早期の発見・対応・解決に取り組み、生徒が安心して通える学校とする。 

ウ セーフティ教室及び地区懇談会の実施を通して、「不審者対応」、「万引き防止」、「交通安全」、「薬物乱

用防止」、「情報モラル」等、健全育成上の課題を家庭や地域と連携して解決する。情報モラルの指導で

は、『ＳＮＳ東京ノート』の活用や『ＳＮＳ東京ルール』の周知を通して、ネットワークトラブルの未然

防止を図る。 

エ 安全教育・防災教育の充実を図る。避難訓練の実施とともに、『地震と防災』、『3.11 を忘れない』、『東

京防災』、『防災ノート』等を活用し、自らの安全を確保するために行動できる力、他者や地域のために

貢献する態度の育成を目指す。 

④ 教育相談の充実 

ア 日常の教育活動や面談週間を活用し、生徒一人一人の様々な不安や悩みの把握に努める。スクールカ

ウンセラー等と連携した教育相談機能を整備し、きめ細かく丁寧に組織的に対応する。 

イ 特別な配慮を要する生徒など、個に応じた指導の充実に努める。特別支援教育の推進では、特別支援

教育コーディネーターを中心とした校内委員会の活性化と、教育のユニバーサルデザイン化を推進する。 

 

（３）総合的な学習の時間等の活動を通して、社会や世界に対する興味や関心を深め、「自ら課題を設定し、その

解決に向けて主体的に取組む意欲や態度」を育む。 

① 校訓「紳士たれ 淑女たれ」の精神に基づいた教育活動全体を通して、生徒が将来の生き方について主

体的に考え、行動する態度や能力の育成を推進する。キャリア教育の視点に立ったガイダンスの機能を充

実させ、適切な情報提供や各種の援助を展開し、生徒一人一人の自己実現を支援する。 

② 総合的な学習の時間における地域学習・職場体験学習・国際理解学習等を通して、自分自身と社会との

関わりについて考えさせるとともに、道徳の授業や読書活動等を「生き方」を学ぶ機会とする。また、各

教科・特別活動・学校行事等の取組を通して、生徒が自分の適性に合った生き方を選択できる力、望まし

い職業観や勤労観を育むとともに、豊かな自己実現を図ることができる進路を選択する態度や能力を養う。 

③ 総合的な学習の時間において、第１学年では固有種植物等の理解をねらいとした小笠原に関する「環境」

を主題として設定し、第２学年では戦跡調査や旧島民の方から話を聞く会等の活動を通した「平和」につ

いて、「身近な職業・様々な職業の働き方とその内容の違いから、社会的な事象の課題を考える」を主題と

して設定し、社会の一員として貢献する態度と課題を解決する力を、第３学年では、伝統と文化やクジラ

やイルカ等に関する海洋生物についての課題を設定し、問いを見出す。自ら課題を設定し、情報を収集し、

整理・分析してまとめ、表現する力を養う。また、オリンピック・パラリンピック教育との関連を図り、指

導内容の整理・再編を進める。 

④ 朝の一斉読書活動の取組や学校図書館の開放を通して読書習慣の定着を図るとともに、豊かな心の育成

や思考力・判断力の伸長を図る。 

⑤ 昨年度までのスーパーアクティブスクール指定校としての取組を学校として継続し、体力向上に努め、

健やかな体の育成を目指す。 

 

（４）地域に開かれた学校として、積極的に保護者や地域の学校参画を推進し、「生徒の教育活動の豊かな広がり

の実現」を目指す。 

① 小笠原小学校との連携を一層深め、義務教育９年間を見通した年間指導計画の検討や、生活指導内容の

共通化を推進する。小・中学校教員によるティーム・ティーチングや、小学生の中学体験授業等を実施し、

指導方法や指導内容の改善を図るとともに、家庭や地域社会への発信を通して、中学校区全体の教育力の

向上を図る。 

② 様々な事態を想定した避難訓練の実施や安全指導を通して、災害時に地域の一員として行動できる生徒

の育成を目指す。災害時における避難所としての学校機能を確認するとともに、その機能の整備・充実に

努め、地域社会や関係諸機関との協力体制の基盤づくりを推進する。 

③ 市民協働の理念の実現のために学校評価を活用し、教育活動への地域人材の活用や、地域主催行事への

生徒の参加など、学校・家庭・地域社会のネットワークの構築を推進する。 

④ 運営会議などを通して綿密な情報交換を心がけ、組織的、効率的な学校運営を進めていく。また、週時

程に可能な限り分掌部会を設定し、迅速で細やかな課題への対応に努める。 

⑤ 村の財政状況を踏まえて、公費、私費を問わずコスト感覚に基づく無駄のない効率的な予算執行に努め

る。執行に際しては、職員と事務間で緊密な連携・協力を図りながら、正確で迅速な事務執行に努める。

常に施設の安全点検を心がけ、校舎内の修理・補強箇所については、教育委員会との連絡を緊密にして、

迅速な対応を図りながら、生徒の学習環境の整備と安全な施設・設備の維持に努める。 

⑥ 学校教育を推進する上で必要となる行事等の場面では、その支援や援助をＰＴＡに協力を依頼する。さ

らに、ＰＴＡの学年委員会（文化厚生・校外生活指導）を中心とした学校とＰＴＡとの連携強化を推進し

ていく。そのためにＰＴＡ役員が、保護者の意向を集約できる組織となるための援助を心がけるとともに、

円滑な形で、学校と保護者、地域が一体となった学校を中心とする地域共同体の構築を目指す。 

 



 第１学年の紹介  
 

「自主自律」                             第１学年 学級担任 宮本 寛信 

 

私の学年経営方針は「学習に意欲的に取り組み、自主自律できる生徒を育てる。」を第一に掲げています。これ

は私の出身高校の校訓で、人生で常に心がけています。自分で自分のことを適切にコントロール。生徒はこの先、

内地で一人暮らしをするときがやってくると思います。そのときに、一番大切なことが「自主自律」ではないで

しょうか。「自立」という方もありますが、私は「自律」が好きです。自分で自分を省み、常にストイックに生活

しているイメージがあるからです。今はまだ中学校一年生で、小

学生っぽさが抜けておらず、幼さが見られます。親や先生の言う

こと・聞くことを行動の規範としているところが多いと思いま

す。これからの中学校生活の中で、親や友達、地域の方や、先輩、

後輩、先生との関係の中で、自分で考え、自分で行動できる人間

になってほしいと思います。 

４月の１年生は新しい環境に目を輝かせ、授業や部活動に率先

して取り組み、慣れない中学校生活で疲れが見られることもあり

ました。大型連休も終わりましたが、早く新入生から小笠原中学

校生になっていってほしいと思います。 

１年間お子様の成長に微力を尽くしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

 

 第２学年の紹介  
 

「虹」                                第２学年 学級担任 麻生 直人 

 

２年生は相変わらずとても明るく、元気な学年です。教室内には毎日笑い声が絶えません。今年も一緒にたく

さんの笑顔を共有できることをとても嬉しく感じています。そんな彼らが自分達で考えた学級目標が、 
「虹」～みんなでひとつ～ 

でした。ひとりひとりの色を合わせて、虹のようなキレイなカラーを作っていこうという意味だそうです。２年

生らしいなと感じました。明るくクラスを盛り上げてくれる生徒もいれば、落ち着いて状況判断できる生徒がい

る。勉強面で力を発揮する生徒もいれば、抜群の運動神経であっと驚かせる生徒がいる。そんな個性豊かなこの

クラスが、ひとつにまとまることができれば、とてもとてもキレイな虹が見られることでしょう。その光景が今

から楽しみで仕方ありません。 

「虹」は、その多くが「雨」が降った後で発生します。この 1年

間、全てがうまくいくとは限りません。２年生は最も多感な時期

です。いろいろな葛藤から思い悩むこともあるでしょう。様々な

困難にぶつかることもあるでしょう。そんな「雨」もこの学年を

終えたときにきれいな「虹」に変わっているように導いていきた

いと思います。そして「虹」は光が無いと発生しません。私は担

任として、微力ではありますが、この教室の「太陽」になってみ

んなを照らし続けたいと思います。 

 最後になりますが、この１年間で、生徒ひとりひとりの成長を

保護者の皆様が実感できるよう全力を尽くします。今年１年間

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 第３学年の紹介  
 

「Ｍｅｍｏｒｙ チャレンジ＆カバー」                第３学年 学級担任 鈴木 あゆみ 

 

 ３年生に進級し１ヶ月が過ぎました。新しい教室、新しい仲間も加わり、１８人が笑顔で、気持ちの良いスタ

ートをきることができました。４月は、新入生歓迎レクリエーションや、生徒会総会など、３年生が学校のリー

ダーとして、全校の前に立ち、活躍する場面がありました。最高学年となった３年生は、一生懸命、前向きに取

り組み、立派な姿がありました。 

 クラスがスタートして最初に伝えたことは、「残す」という言葉でした。１４年間、多くの方々がみなさんに関

わり、これまでの成長を見守ってきてくれました。義務教育を終える今年は、そんな方々へ恩返しをする時です。

生活面、学習面、部活動、学校行事など、あらゆるところで、それぞれの色で成長し、多くの財産を残し、胸を張



って小笠原中学校を卒業してほしいと思います。 

そして、クラスで作った学級目標が、「Ｍｅｍｏｒｙ チャレ

ンジ＆カバー」です。思い出を自分達で「残す」ために、何事

にもチャレンジし、みんなでカバーしていきましょう。学年の

想いと、みんなの想いが詰まった素敵な目標ができました。 

いよいよ修学旅行も始まります。３年生にとって、最初であ

り、最大の行事であるこの修学旅行を１８人で成功させ、大き

く成長して帰って来ることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 生徒会活動の紹介  
 

 ４月１０日（水）、生徒会オリエンテーションと新入生歓迎レクリエーションを行いました。オリエンテーショ

ンでは、学校の生活や学習についての話を聞き、１年生に向けての委員会や部活動の説明を行いました。２・３

年生は先輩らしい態度で発表することができ、１年生はそれを真剣に聞くことができました。午後には新入生歓

迎レクリエーションでドッジボールを行い、大変盛り上がりました。生徒会役員も、みんなが楽しんでくれてと

ても喜んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行の予定（１１泊１２日） 
５月１４日（火）出発式、見送り式、父島二見港出港 

１５日（水）竹芝桟橋到着、島嶼会館到着 

１６日（木）高校訪問、企業訪問 

１７日（金）上野周辺班行動、劇団四季にて講義 

１８日（土）東京ディズニーランド 

１９日（日）横浜周辺散策、劇団四季にて観劇、面会 

２０日（月）新幹線にて移動、奈良公園付近散策 

２１日（火）法隆寺、薬師寺、平等院、体験（お茶） 

２２日（水）京都班行動 

２３日（木）京都班行動、新幹線にて移動 

２４日（金）島嶼会館出発、竹芝桟橋出港 

２５日（土）父島二見港到着、解散式 



 平成３１年（令和元年）度 前期 生徒会 役員会 委員会 名簿  
 

 第１学年 第２学年 第３学年 

役員会 
 生徒会書記 嶋  遥太 

生徒会書記 福山  廉 

生徒会会長  髙嶺 昂平 

生徒会副会長 仲島 暖人 

学級委員 ○櫻田  励 ◎池田 環菜 ◎松谷 春輝 ○片岡 心優 ○亀山 和磨 ◎志村 愛海 

生活委員 
◇風間 大熙 

小林 佑司 
松原 有咲 

須田 琉雅 

○前澤 奏二 
 

高野  碧 

◎妹尾 遥舵 
◇小田川日子 

美化委員 

稲田 琉風 

髙瀨 陽介 

𠮷田  樹 

 
◇木村 優真 

佐藤 一樹 
◇佐藤 晴海 ◎明神 陽大 ○大野 春花 

保健委員 
片岡 厚仁 

横山  翔 
柏木 美紀 金子善一郎 和田 莉奈 

◎櫻田  夏 

○佐々木麟太郎 
淺沼  蓮 

放送委員 
五十里圭汰 

柏木 瑞紀 
富田 夏未 ○宮川 幸貴 ◇木村 万奏 

◇後藤 颯汰 

◎工藤 大河 
 

図書委員 
大源 勇士 

林 鈴之助 
木村 和海 

常磐 昊佑 

◇深澤 福助 
◇瀧尾 風子 ○千葉 慶太 ◎持田 そら 

体育委員 
緒環 良吹 

村上 弦汰 
工藤 甘実 

オオヒラローキ 

◇小野寺鼓童 
◇大田 優奈 ◎清水 万象 ○宮﨑 帆那 

選挙管理委員 柏木 美紀 和田 莉奈 小田川日子 

◎委員長 ○副委員長 ◇書記 

 

 交通安全教室  
 

 ４月１５日（月）、交通安全教室を行いまし

た。小笠原警察署の方に来て頂き、自転車の

整備方法、乗り方、マナー等についての交通

安全のルールのお話を聞きました。小笠原中

学校は自転車通学が認められていますので、

しっかりとルールを守って安全に自転車を使

用していきましょう。 

 

 

 

 おが中生の活躍  
 

 ５月３日（金）のバドミントン島嶼大会において、下記の成績を収め表彰されました。おめでとうございます。 

 

女子シングルスの部 第１位 ３年 淺沼  蓮 

男子シングルスの部 第５位 ２年 前澤 奏二 

女子ダブルスの部  第１位 ３年 淺沼  蓮・３年 小田川日子 組 

男子ダブルスの部  第１位 ３年 櫻田  夏・２年 前澤 奏二 組 

            第３位 ２年 福山  廉・２年 深澤 福助 組 

 
 

 ５月の主な予定  
 

１日（水）天皇即位の日 

２日（木）休日 

３日（金）憲法記念日 バドミントン部島しょ大会 

４日（土）みどりの日 

５日（日）こどもの日 

６日（月）振替休日 

９日（火）安全指導 

１０日（金）食育講話 避難訓練 眼科検診 内科健診 

１３日（月）生徒会朝礼 

１４日（火）修学旅行始（３年） 見送り式 

１５日（水）芝生の日 

１７日（金）夜明山戦跡調査（２年） 

２４日（金）母島移動教室保護者説明会 

２５日（土）修学旅行終（３年） 

２７日（月）学校朝礼 

２８日（火）耳鼻科健診 

２９日（水）お弁当の日 

３０日（木）プール清掃（水不足のため延期してい

ましたが、解消されたので実施します） 

３１日（金）ＡＥＤ講習会（生徒） 



 


